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１月７日 始業式 校長先生の話 

 17日間の冬休みが終わりました。年が改まりましたので、新年の挨拶をみなさんとかわし

たいと思います。 

 「新年、明けましておめでとうございます」 

 今年は、「巳年」。つまり、動物で言えば「ヘビ」の年です。ヘビは『脱皮』と言って、皮を

脱いで成長するため、この年は「命」とか「生まれ変わる」などが大切にされる年だと言われ

ています。みなさんも、これまでの自分から少しでも成長することを考えて、毎日生活してほ

しいと思います。 

 さて、冬休みは家族との時間を大切にできましたか？お手伝いは進んでできましたか？ 

 クリスマスプレゼントやお年玉など、楽しみにしていたこともたくさんあったと思います。

幸せな時間を過ごすことは、心や体の成長にとても大切なことです。いい思い出がたくさんで

きた子は、そのことを忘れずに自分のエネルギーとしてがんばってください。 

３学期の始業式のスタートにあたって、また、新しい１年のスタートにあたって１つだけお

話をします。ここに１枚の紙があります。今からこれを豪先生に持ってもらいましょう。（１

枚の紙を両手で持って）どうですか？重いですか？（「重くありません」）では、少し増やしま

すね。（50０枚くらいの紙を持って）どうですか？重いですか？（「重くありません」）では、

これではどうですか？（１５00枚くらいの紙を持って）どうですか？重いですか？（「ちょっ

と重いです」）でも、まだ持てそうですね。これではどうですか？（3000枚くらいの紙をも

って）重いですか？（「重いです」）では、ここまでにしておきます。 

さあ、今、見たことの中に校長先生が話したいことがありました。何か分かりますか？ 

校長先生が伝えたいことは『積み重ねの大切さ』です。例えば、最初に紙１枚をもってもらい

ましたが、多分、みなさんも「重いはずないよ」と思ったことでしょう。みなさんの目に見え

るように紙で表現しましたが、この１枚の紙が読書１日10分と置き換えてみてください。読

書１日10分は決して「すごいこと」思う内容ではありません。でも、それが、500日、1，

500日、3，000日と続いたらどうでしょうか？つまり、3，000日を年数で数えると８年

以上になりますが、８年以上毎日 10 分の読書を続けているとしたら、すごいことですよね。

中々まねができませんし、８年間１分も読書をしなかった人とは、明らかに言葉の使い方やも

のの考え方が違うはずです。今、読書に例えてイメージしてもらいましたが、これが、漢字書

き取りや計算問題、運動、あいさつなど、どんなことにも当てはまると先生は思います。 

 何でもいいから、自分で１つ続けてやることを決めて取り組むことで、やり始めたときとは

まったく違う自分と出会えるはずです。今まで「嫌だな」「やりたくないな」と思っていたこ

とでも、続けたことで、ものすごく力がついたということがあれば、自分の自信がもてますね。

ぜひ、「続けて取り組むことを１つ決めて実行してほしい」これが校長先生がみなさんに伝え

たいことです。これで、校長先生からのお話を終わります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資源回収への御協力 

ありがとうございました 

１２月７日にＰＴＡ資源回収

を実施しました。御協力いただ

きましたＰＴＡ地区役員をはじ

め、地域の皆様ありがとうござ

いました。収益金等は、教育活

動に活用させていただきます。 

回収総重量７８８０㎏ 

 

昭和東南海地震から８０年 西小防災の日 
昭和 19 年 12 月 7 日、マグニチュード 7.９の地震が襲い、袋井町西国民学校（現袋井

西小）では、251人が倒壊校舎の下敷きになり、20人の児童が亡くなりました。12月6

日の西小防災の日には、地震で亡くなった方への追悼の念を込めて、全校で１分間の黙とう

を捧げました。今年度も５年生を対象に、語り部の会の方を招いて、当時の体験談を語って

いただく授業を行いました。また、当時6年生だった須田正子さんの発案で『八十年前の東

南海地震』が発行されました。東南海地震の惨状が絵や文から伝わる絵本となっていて、自

分の命を守る準備をする大切さが感じられます。袋井西小と袋井西コミュニティーセンター

で見ることができますので、ぜひ手に取り読んでいただければと思います。 

 

 

１２月１９日に夏休みに取り組んだ自由課題の表彰を行いました。優秀な作品に対して

たくさんの賞状が届きました。また、校内で取り組んだ「席書コンクール」でも、たくさん

の子が磐周地区で入賞することができました。頑張りが賞状という一つの形で認められ、

満足そうな顔がたくさん見られました。 

夏休みの課題の表彰 

６年生平和学習 
１月１７日に６年生を対象に被爆体験伝承者の方を

招き、当時の様子について話を聞きました。実際の原子

爆弾の大きさを感じたり、家屋の下敷きになった人や

友達の変わり果てた姿など悲惨な状況を聞いたりしま

した。 

社会科での歴史の学習 

をさらに深め、平和につ 

いて考える機会となりま 

した。 


